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あらまし：教員養成課程の学生を対象にした課題分析図の学習活動を実施した．課題分析の考え方やスキ

ルを修得するための支援方法学習プロセスに共同的な学びの視点を取り入れて，提案した手法での学習

活動を改善した．本発表は改善版の実践報告である．学習の前に学習目標の小テストと課題分析図チェッ

クシートなどを入れて実施したところ改善版活動の成果が高まったが，課題も確認できた． 
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1. はじめに 
多様な学び方と道具が存在し，複雑な学習デザイ

ンも可能になってきており，学校教育の中でも学習

活動の形は広がりを見せている．特に GIGA スクー

ル構想後は学習者に１人１台端末が実現されたこと

により，学び方も教え方に広がりがみられる．一方

で，学びの本質や基本的な考え方・要素は変わらな

い．学習者の選択肢が増えることは，それを受け入

れる応用力・柔軟力が教育実践者に期待される．そ

れでも，基本的な授業設計力の必要性は変わらない

であろう． 
インストラクショナルデザインには，授業設計に

必要な概念や手法が複数あるが，スピード感や応用

力が求められる現代には選択的かつ効果的な学び方

への変化が期待される．特に系統的な学び方のみが

重視されると，役立つ授業設計の道具として受け入

れられる前に，難易度の高さなどから避けられる可

能性もある．筆者らは学習目標達成のための要素と

関係を整理する手法である課題分析の活用度を高め

ようと，初学者でも受け入れやすい支援手法を検討

してきた(1)．課題分析活動の構成を整理し，個人また

はグループでの学びを組み合わせ，事例から学ぶ活

動として実施した． 
 

2. 活動の概要 
先行研究(1)で整理した課題分析図活動の学び方の

プロセスを用いて課題分析図の学習を実施した．対

象者は学部１年生の教育方法を学ぶ授業である． 
1 年目の取り組み(2)では，筆者らが整理した課題分

析図活動の学び方のプロセスを用いて課題分析図の

学習を実施した．可視化を意識した協同的な練習活

動は，課題分析図の良さを参加者に受け入れられる

契機となることを確認できた．基本概念を把握する

際に，グループで課題に取り組むことが寄与するこ

とが示唆された．一方，グループで作成した課題か

ら，課題分析図の基礎理解が不足している様子も見

受けられた． 
 

3. 改善内容 
グループで作成した課題分析図を分析し，誤りが

どこで起こり得るかを整理した結果(2)から，以下の

改善・調整を行った． 
〔1〕学習目標の理解が不足していると思われる学生

がいたので，事前学習の中に学習目標の分類テスト

を実施した（満点になるまで繰り返し解く） 
〔2〕例示を用いた課題分析図の説明に，課題分析図

のチェックリストを作成し，それを用いた解説を行

った 
〔3〕練習で扱う単元内容について，各自調べるよう

指示・機会を設けた 
〔4〕課題分析図のチェックリストで自分たちの活動

をチェックするように指示した 
〔5〕振り返り活動の実施は，コロナ禍での完全対面

になったため実施しないこととした（実施の制限） 
改善した活動を図１に示す． 
前回は，１回の授業の中で練習①②を一度に実施

し，活動③を振り返りの時間として次の授業回で実

施した．この年はコロナ禍で対面授業での会話が制

限されていたため，教室内で実施したもののグルー

プワークは Zoom でのブレイクアウトルームを活用

した．この環境を活用して，ランダムグループの報

告活動を実施した． 
今回は完全対面での実施であったため，グループ

活動は，Google Slides を活用した共同作業を中心と 
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〔1〕〔事前：学習目標の５分類小テスト〕 

 満点が取れるまで実施 

〔課題分析活動１回目〕 

・課題分析についての説明  

・例示（理科）：実際に完成した指導案を用いて，〔2〕

チェックシートを用いて課題分析図について

紹介する 

・課題分析図の作成（グループワーク） 

 練習① 用意された課題の階層化を中心 

   その内容を〔3〕オンライン上で各自学習するよ

うに促す 

〔課題分析活動２回目〕 

 練習②  課題の洗い出しを中心 

練習活動結果は，〔4〕チェックシートで確認する用意

促す 

〔5〕前回のグループ活動の報告 

練習活動②についての簡単な報告（ランダムグル

ープ） 

活動③のディスカッションの報告（ホームグルー 

プでの振り返り） 

注：下線が変更箇所 

図１ 課題分析図の活動改善 

 
した．また，カリキュラムの変更により，本活動に

に割り当てできる時間が限られたため，活動③の実

施を見送った．ただし，理解の定着を促すことを狙

い２回に活動を分けた．  
 

4. 実施結果 
4.1 参加者の自己評価 

大学の教員養成課程において授業設計と ICT を学

ぶ科目「教育方法（学部１年生後期）」において課題

分析に関する活動に用いた授業を２回実施した．今

回協力を得られた履修者は 129 名であった．練習①

と練習②の実施後，各自の振り返りとして課題分析

に関する印象について６件法で確認した（1：とても

そう思う－6：全くそう思わない）．前回と今回の実

施直後の学生の活動の印象についての評価を表 1 に

示す．実施の構成は異なるものの，評価の全体傾向

は類似していた． 

4.2 練習①グループ活動結果の分析 

課題の階層化(1)に相当する練習①のグループ成果

を前回と同じ視点で分析した結果，表２のように整

理できた．評価者２名で実施し，意見が一致しない

場合は協議のうえ，合意を得た評価にした．一致率

は 94%であった．前回の実施内容と比較すると，完

全にできたグループが 52％から 72％に増加した．大

半のグループが分岐を取り入れられるようになり，

学習活動の並列化（提案手法ではグルーピングと呼 

表 1 課題分析図に取り組んだ印象 

項目  第１回 第２回 

課題分析図はおも

しろい 
前回 2.2±0.8 2.2±0.8 

今回 2.3±0.9 2.4±1.0 

課題分析図はやり

がいがありそうだ 
前回 1.9±0.8 1.8±0.8 

今回 2.0±0.9 2.1±1.0 

課題分析図はやれ

ばできそうだ 
前回 2.6±0.7 2.5±0.9 

今回 2.7±0.9 2.8±1.0 

課題分析図は役に

立ちそうだ 
前回 1.7±0.8 1.6±0.8 

今回 1.7±0.7 1.8±0.7 

表 2 練習①の課題分析図分析結果 

結果 グループ数（%） 

◎：完全にできた 23(72) 26(75) 

〇1：分岐はしていないが，上下関係

は正しい 

0(0) 

 

〇２：分岐は一部しているもの不完

全，上下関係は正しい 

0(0) 

△1：特定箇所だけ上下関係が誤って

いる，その部分を入れ替えすれば◎ 

3(9) 8(25) 

△2：特定箇所だけ上下関係が誤って

いる，分岐は適切ではない 

6(18) 

？：分岐はしていないが上下関係た

だしいのだが，書き方が逆 

0(0) 

 

 
 

ぶ）の概念は以前よりも向上したといえる．しかし

完全正確までには至らなかった△評価グループの割

合いは，前回に近い割合で一定数存在していた． 
 

5. おわりに 
本発表では，課題分析図の活用を促す学習活動の

改善と実施について報告した．報告内容は実施の一

部にとどまり，学習者のコメントの評価や課題②の

成果など継続的な分析が必要である．提案した手法

では，個人やグループワークの組み合わせが複数選

択できる．この提案手法の評価という視点からも，

分析を進めていく． 
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